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因
f

雜 

錄
.

行
と
合
同
し
て

I

千
萬
馬
克
のr

フ1

フ
f
ル
し
銀
行
を
建 

設
し
^

.6
0
其

他「

ベ
ノ
ス
ア
ィ
：レ
ス

」

の「

ト
ロ
ン
キ 

ス
ト
福
^

に
投
資
し

「

ア
ン
ト

ワ
ー

ブ」

の「

ド

ウ

、
ザ 

レ
ーJ

商
會
と
提
携
す
る
に
至

CV、

昝

利

獨

逸

銀

行

の

j 

如
き
.？1

八

九

五

年一

千
离
馬
克
の
資
本
金
を
以
て
同

j 

行
の
監
督
の
下
に
設
立
せ
ら
れ
^
る
名
の
な
6
。
此

外j 

尙
#
太
利
白
耳
義
羅
馬
尼
亜
フ
ル
ガ
リ
ア
等
.に
於
け
る

_ 

銀
行
或
はH

業
會
社
に
對
し
尠

&

ら

次

る

投

資

を

な

せ一
 

6
。
只
一
九
〇
〇
年
に
至1る
迄
倫
敦
に
自
行
の
支
店
を

\ 

る
こ
と
を
な̂j

 

き
:0j

獨
逸
栎
式
諸
銀
行
於
海
外
取
别
，に
對
し
如
何
に
其
力

を

| 

傾
注
せ
る
か
は
偸
敦
に
於
け
る
國
際
爲
替
手
形
引
受
業

j 

務
の
'成

績

に

徵

す

る

獨

逸

銀

行

「

ド
レ
ス
デ
ン

」

銀
行 

の
如
き
諸
銀
行
偷
敦
支̂
に
於
け
る
手
形
引
受
額
は
之

| 

を
專
業
と
せ
る
商
人
齦
行に
劣
ら
^

る

金

額

を

示

し

徒

| 

に
.在
來
の
經
路
を
迪6
て
保
守
的
營
業
を
營
む
を
以
て 

特
色
i

し
*

石
英
國
預
金
銀
.行
於
漸
次
國
際
手
形
引
受 

0

如
ぎ
海
外
取
引
に
染
手
す
る
の
餘
義
な
き
，に
至
ろ
女

1
0
0

i

犬
■

は
'外
國
銀
_

舡

蠶

諸
_

鐘

_

 

よ
る
名
のi
稱
せ
ら
る
を
見
れ
ば®
發

展

の
1
M1
M

"
 

る
を
得
べ
し？
. 

(

_

$

.
英

獨

市

政

比

輓

論

.

(

其
の
ニ 
ノ

村

田

岩

，
次

郧

蓄

々

會

の

都

市£

む
や
、
猶
封
建
諸
候S

領
に 

舞
ず
る
於
如
く
、
都
市

u

關
ず
る
法
律
名
市
民
及
び
都 

市
.の
-自
由
ょ6
は
、
寧
ろ
特
權0
設
定
馨

を

眼

目i
 

し
*
の
で
あ
つ
^
。
議
嘴
は
都
市
の
袈
求
を
容
る

〜

に
. 

吝
か
で
あ
る.と
同
滕
に
、
議
員
の
財
産
の
保
護
に
蔗
き 

を
置
き
、
之
舣
爲
め
.に
は
所
有
ゆ
る
手
段
を
講
匕
、
所 

有
ゆ
る
方
法
を
廻
ら
し
杧
の

P

あ
る
。

..

十
九
世
紀
中
幾
多

Q
.

大
都
會
は
大
地
主
の
所
盲
池
內
ド卜 

發
生
し
杧
の
で
あ
る
财
、
規
に
今
日
、
貴
勝
院
尤
支
酣 

/
V
.>r
民
院
に
於
て.亦
相
當
.の
地
步
■を
占
め< 罟
る
也

主
階
級
は
、
英
國
时
の
土
地
の
殆
ん
ど
全
部

t

所
有
し 

大
多
數
の
人
民

\

ら

地
代
を
徵
し<
居
る
の
で
あ
る
。 

市
の
住
民
は
貧
富
を
問
は
ず
、

ー
欉
に
偕
地
人
で
あ
る

. 

$

の
家
やH

場
や
事
務
所
の' 建
て
ら
れ
て
届
る
土
地 

は
彼
等
自
身
の
所
有
地
で
«

な
い
、
彼
等
は
恰
$
紐
育 

の「

ァ
ス
ト
ァ」

家
の
所
有
地
内
に
於
け
る
偕
地
人
の
欉 

な
者
で
あ•る
。
英
國
於
未
だ
純
然
仗
る
農
業
國
で
あ
つ 

杧
塒
代
の
土
地
所
有
者
の
子
孫
於
今
日
尙
依
然
と
し
て 

其
土
地
を
所
有
し
て
居
る
。
而
し
て
此
の

1

事

»
英
國 

の
貴
族
が
飽
く4

で
$

富
裕
で
有6
.、
爾
餘
の
者
胗
傲 

く
ま
^

？:
p贫
困
で
有
る
事
情
を®̂
;
明
す
る
に
足
る
の
で.
 

あ
る
。
土
地
獨
占
の
制
度
及
び
地
主
階
級
の
政
治
的
勢 

力
を
慮
外
に
慑

S

て
英
國
の
都
市
を
了
解
す
る
こ
と
は 

出
來
ぬ
。

土
地
'獨
占
の
範
圍
は
殆
ん
ど
信̂
_
い
程
で
あ
る
。
聯 

へ
ロ
王
國

&

の
土
地
の
四
分
の1
«實
に
僅
々
千
ニ
两
名 

の
大
地
由
.

&

獨
占
しV

居
る
。
而
b V,:

六
千〗

一
百
名
0

大
地
主
は®

に
他
の
四
分
の

1

を
獨
占
し
、
爾
餘
の.土
. 

地
は
三
十〗

萬
ニ
千
百
五
十
名
の
地
主
の
所
有
す
.る
所 

V

あ
る
。
.
驚
く
で
は

な

ぃ
/ ;

>

、

僅
が

一

，
一

十
一

一
名
の
大
地 

主
'

&

實
に
四
-百
五
十
萬
英
加
の
廣
大
な
る
土
地
を
所
有 

し
、
人
口
七
百
萬
を
算
す
る
偸
敦
の
土
地
の
過
半
は
九 

名
の
大
地
主
が
獨
占
し
て
届
る
の
で
あ
る
。
飢
く
の
如 

く
し
て
都
市
は
大
地
主
の
所
有
地
两
に
發
達
し
、
地
主 

連
は
額
に
汗
せ
ず
し
て
、
偕
地
人
は
*

え
、
地
代
の
收 

入
は
益
ガ
增
加
す
る
と
云
ふ
瞋
境
に
身
を
撒
い
^
の
で 

あ
る
。

貴
族
の
所
有
地
は
仳
襲
财
產
と
し
<

保
議
せ
ら
れ
、
所 

.有
遨
自
身
於
望
む$
之
を
寶
飛
ば
す
と«
出
來
ぬ
。
又 

1

般
の
慣
習
上
、
借
地
人
於
土
地
に
加
へ
杧
改
岛
は
賃 

貸
期
限
の
滿
了
と
共
に
無
償
^

て
地
主
の
手
に
歸
す
る 

こ
と
に
な
つ
て
屈
る
。
斯

く

し

て
.地
主
連
は
借
地
人
の 

加
へ
杷
土
地
改
艮
の
結
果
を
横
取
6

し

て

"

貸

賃

製

約
 

の
：见
敗
に
際
し
て
は
她
代
を
别
上
げ
冬
乙
と

1C
努
め
る



,
U
 

雜

m 

对
之
、
地
主
鐵
員
は
無
歟
の
特
襬
を
設
定
し
、S
人
に 

し

て

之

染

含

欲

£

、
大

I

掼
失
を
忍 

ば
次
る
可
か
ら
3
る
が
如
き
策
略
を
廻
ら
し
たの
で

^
.

る

甘

場

の

舛

有

は

土

地

に

附

帶

す

^

權
利
で
あ
る
。
一 

故

に

若

し

都

市

に

し
.て

市

場

を

開

設

せ

ん

と

欲

せ

、ゴ

'

.j 

覩

市

は

土

地

の

使

用

に

對

し

て

の

み

な

ら

^

、
市

場

を| 

鄣

持

す

る

の

權

利

に

對

し

て

賠

償

を

爲

す

の

義

務

が
有

一

’
っ
^
主

i
交

渉
し
、
地
主
の
-提
出
條
件
に
as
て

所| 

用
の
土
地
を
手
に
入
れ
、
更
に
_
會i

へ
て
事
業
に
.

啊
て
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
偸
敦
の
市
民
b
 

j
 

百
蔣
は「

べ
ッ
ド
フ
ォ
I

ド」

家
|

の
:!「

ヵ
グ
エ
ン
卜

力
ー
、ッ
ン」

市
場
に
依
頼
し
.て
届
る
0
而
し
て
同
家
奴
一 

之
ょ
6
得
る
所
の
收
入
は
實
に
莫
大
な
；̂の
や
あ
る
。

英
^

の
貴
族
院
は
.殆
ん
ど
純
然
*

る
地
主
連
の
國
體
_ひ 

あ
る
。
貴
族
院
0.
權
眼
は
近
萌
に
至
つ
.て
猶
々
の
制
只 

赢

む

る

に

至

つ
S

S

る
於
、
地
主
階
級
の
■
力

l-SI

は
屈

^
院

ぢ̂

及
ぴ
、
保

守

黨

は

勿

論

、
自
ri
i
E
u於 

し
名
亦
村
當
の
SL
步
を
ポ
め
て
届
るo

^
名

^
に
1

:こ
，
 

重
喪
な
る
は

、

前
世
紀
中
に
«
定
せ
ら
れ
.允
地
主
1
谈 

特
榄
擁
護
の
&■
規

の
存

在

す
る
c 
i
で
ぁ
るo

1I
5

(t
l.の 

自
主
的
行
動
に
對
し
て
は
、
其
處Iに
無
數
の
制
限
ダ
有 

る

-0
都
市
の
自
由
を
拘
朿
す
る
法
規».
例

は

、
其
處
に 

山

積

し

て

届

る

の

で
t

。
佛
蘭

：西
の
，大
革
命
は
階
級 

的

特

權

を

拧

破

し

杧

の
^
ぁ

る

が

、
‘
英

國

に

は

未

だ

骨
 

て
斯
く
の
如
き
革
命
が
遛
ら
な
が
っ
把0
英
國
は
封
建 

的
®
習
の
杓
破
を
«
叫

す

可

き

|
Aの「

ス

タ

ィ
y
無 

く

、

ー
ス
の「

ハ
ル
.デ
シ
べ
ル
ヒ」

無

く

し

て

今

日

に

至
' 

つ

*
の
で

*
る
。

階
級
政
治.S

I

に
地
方
課
税
制
度
の上
に

M

t
 

f
c
o斯
の
制
度
の
下
に
於

v

地
方
桃
を
負
繼
す
る
者
ん

借

地

人

I

る
。
匿

不

S

變

話

U

、
土

地
は
土
地
i
し
て
全
く
租
魄
を
負
續
し
て届
ら
ぬ
。
S 

ろ

土

地

は

英

爾

财

朱

だ

純

然

允

る

農

業

國

で

ぁ

っ
て

、

倫

敦

の

如
S
名
一
妓
洛
に
過
ぎ
な
か
つ
把
十
七
世
紀
末 

葉
以
來
課
桃
せ
ら
れ
て
届
ら
&
。
地
主
は
地
價
の
鸯
定 

を
肯
せ
卞
、
叉

一

九

〇
九

年

の

豫

算'
/P
@

由
黨
政
府
に 

依

て

採

用

せ

ら

る〜

に
至
つ

^
ま

で
は
、
地
主
階
級
の 

負

«
の
增
加
を
敢
<
許

容

し

な

/;
>
つ
セ
の
で
あ
る
。 

旣
に
記
し
^
る
、

S

如

く

、
總

べ
<
地
ガ
_

は
借
地
人
の 

負
擔
す
る
所
で
あ
る
。
米
國
で
は
地
價
を®
定
し
、
此 

の
評
價
に
準
b
y百
分
の

.一
乃
至
ニ
の
地
方
桃
を
賦* 

す
る
の
で
あ
る
が
、
英
國
に
於
て
は
偕
*
人
が
實
際
に 

支
拂
ふ
所
の
地
代
を
標
準
ぇ
し
ズ
地
方
税
を
課
す
る
の 

で

*あ
る
、
例

へ

ば

年
r
--
r
Mの
地
代
を
支
拂
ふ
借
地
人 

は

別

に

年

三

百

圓

乃

至

五

百

圆

の

地

方

桃

を

負

^

^

る 

の
で
あ
る
。

蘇
に
於
て
乎
五
百
の
她
方
國
體
«.
瓦
に
相
結
朿
し.
< 米 

國
流
の
.地
價
を
標
準
と
す
る
課
桃
制
度
の
採
用
を
識
食 

に
▲要
求
し
^

の
^

あ
る
於
、
地
主
饑
員
の
支
配
す
る
議 

翁
;̂

固
よ
-C
N±

を
容
れ
*

^
っ
.

^

0

ぁ̂
る若
し

'
^
.

地

主

輩

拟

地

方

税
を
負
擔
す
る
乙
と
、
な

れ

ば

、
年
四 

億
圓
の
收
入
ば
ぁ
ら
ぅ
、
現

に

細

育

市

の

み

に

<
?
約 

r

億
六
千
萬
圆
の
收
入
、が

ぁ

そ

，

|

斯
く
の
如
き
地
方
課
桃
制
度
の
存
在
は
、
手
名
な
く
貧 

一

民
及
び
貧
民
窟
の
存
在
す
る
所
以
な
の
仑
ぁ
る
。
都
市 

の

外

,»
の
振
は

^
る
％

の
ぁ
る
名
亦
之
狀
爲
め
で
ぁ
る 

土
地
所
有
者
は
其
の
所
有»
を
不
用
：の

儘
V:
:
打

®

て
置 

j 

く

己
と
が
出
來
る
。
而

しV

其
の
結
果
は
滕
多
の
佳
民 

_
が
小
區
域
に
密
集
す
る
に
圭6

、

地

代

は

费

騰

し

.
、

时
 

I

屋
は
櫛
比
し
、
醜
き
長
家
と
貧
民
窟
と
は
容
赦
な
く# 

展
す
る
.の
で
あ
る
。

I

然
-0>、

英
國
»

]£
に
土
.地
所
有
者
の
樂
園
で
ぁ
る
、
土 

パ
地
所
有
者
は
土
地
を
改£ 1

す
る
の
必
喪
.
に
.
迫
ら
れ
ず
、

1

未

來

水

劫

之

を

捨

て

、
顧
み
ぬt
と
を
得
る
結
果
と
し 

\ 

<
、
狹

溢

な

る

地

域

內
u
a
v得
る

限

ろ

の

家

を

建y 

住
ひ

^
る
限

•.
り
の

A
を
佳
ま
は
せ
、
然
名
其
處
に
住
み 

切
怍
ぬ
者
は
殆
ん
ど
禁
业
的
の
高
價
な
地
代
を
支
娜
は 

<
4̂
な
ら

&
地
域
に
務
る
^
く
餘
儀
な
く
3
れ
る
の
で



s
A
g
r 

雜

、

錄

あ
る
0
英
鼯
の
都
市
於
農
業
地
に
近
接
し
て
建
設
せ
ら 

れ
、
無
數
.の
長
家
が
幾
百
英
加
の
田
圓
を
背
景
と
し
て 

- M

開
す
る
を
見
る
は
、
全
く
之
が
爲
め
で
あ
る
0

土
唯 

所
有
者
は
.其
の
土
地
於
宅
地
と
し
て
絕i f

の
必
要
を
感 

少
る
に
至
る
ま
で
は
、
之
を
放
雍
し
て
敢
て
顧
み
ぬ
こ 

と
财
出
來
る
の̂

あ
る
。

響
は
都
市
に
對
し
て
地
主
階
級
の
利f

*

®

す

可
 

き
種
々
の
手
段
を
講
苌
。
勿
論
、
都
市

s

餘
6

新
奇 

な
危
險
な
事
業
？

s

限
6

は
、
槪
し
て
之
を
經
營
す 

る
こ
i

左
程
固
麵
で
は
なs
o

例
へ
ば
市
街
鐵

道

、

蓝 

斯
事
衆
、
模
範
的
家
屋
の..建
設
等
で
あ
る
。
併
し
都
卞 

か

是

等

の

，事

業

を

爲

す

に

方

6

、
豫
め
饑
t

の
同
意
を 

得
な
け
れ
ば
|

&

。
地
方
局
は
先
づ
入f

る
調
査
• 

を
爲
し
*

る
上
、
報
告
書
を
議
會
に
提
出
し
、
議&

V4 

然
る
後
許
否
を
決
す
る
の
で
あ
つ
て
、
都
市
は
許
可
を 

得
允
場
合
に
於
てS

諸
種
.の
條
件
に
服
從
せね
ば

な

ら 

ぬ
義
務
が
あ
る
ノ
貧
民
®
の

靈

は

地

主

贊

ぱ

土

地 

卢
有
者
の
接
害
か
補«

せ

ら

る

可

し

と

認

め

*

場
へ
ロ
に

:

- 

:

i
o
n
.

 

.

於
て
始
：め
ズ
許
可
さ
れ.る
、
璐
渠
其
他
の
事
業
に
付
て 

名
亦
同
様
、.
地
主
議
員
：に.諮
つ
て
許
^

於
決
せ
ら
.
_
1る 

0

で
あ
る
。

級
は
斯
く
し
て#

_
の
®
®
こ
ほ 

f

。
然
I

律
は
事
業
の
經
營
、
經
營
費 

害
扭
i/E
の
方
法
に
付
て
詳
密
の
規
定
を
設く
る

の

例

で 

あ
る
。
議
會
は
都
市
の
爲
め‘
都
市
を
®
督
す
る
に
非 

f

て
、
政
治
上
の
.覊
權
を
握
れ
る
階
級
の
爲
め
に
都

J

個
の
大
#

市y

關
す
る
,
p

0

i雛
名
、
法
晛
の
Jc
tt 

吾

夥

しS
。

議
會
は
地
方
廳
於
權
服
擴
張
の
爲
め
に 

提
杜
ず
る
局
地
法
案
審
議
の
.爲
め
に
多
大
の
胂
開
を
费 

踏
す
る
。
局
地
法
案
は
市#
之
を
®

^
し
、
其
の
1

方 

を
代
表
す
る
議
員
に
託
し
て
之
を
議
會
に
堤
出
す
る
0 

而
し
て
雜
べ
て
の
利
害
關
係
者
は
其
の
通
告
を
受
け
C 

玆
に
«

®
會
を
開
く
。.該
案
が
若
し
^
資
金
の
支
出
を 

要
す
f

の
な
る
4

は
、
地
方
鈉
桃
者
の
承
認
を#
 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

都
市
は
灭
地
方
局
及
ぴ
商
務
腐
の
監
督
を
受
け
る
0

m

雜

蹄
雜
れ
tこ從 
るひ 
戶て
m m

鐵家 
し生 
tcit 
る於 
戸て 
数閉

た督 
る促 
戶を 
数受 

け
、— メ

把督典 
る促の 
m \ k 数
方をい
龆發

錄

セ

o

8 公

是
等
の
宫
廳
は
普
國
の
內
務
潜
に
相
當
し
、
其
.の
總
裁

は
內
_
員
で
あ
る
。
地
方
局
は
市
債
を
許
否
し
、
：且

つ

'.
:'

監
督
す
る
。51
都
市
の
新
事
業
副ft
を
調
®

し

JL
方
一

敎

育
.»
:
業
を
管
规
し
、
救
貧
監
督'#
を

馨

す

る

。'

九
〇
九
年
の
都
市
事
業
法
は
地
方
局
に
*^
す
る
に
郊
外

の
擴
張
、
衞
生
設
備
の
進
#

に
關
す
る
一
切
の
提
案
の

審
蜜
檄
を
以
て
し̂
。(

独)

‘

. 

.

(

華

都
»1
|
都
槳
法
第
十
五
條
は
、
屢
制
觉
後
、
倫
敕
に
於
て
は
四

- 

十
檢
、
人
口
五
况
以
上
の
地
方
都
市
並
に
朮
街
地
に
於
て

S

一
十
六 

紙
、
«•
他
の
揚
所
に
於
て
は
十
六
檢
の
货
贷
料
を
以
て
家
、
若
く
は 

家
の
一
部
を
贷
與
し
把
る
場
合
に
適
用
せ
ら
れ
、
家
主

«
兆
の
期
間y

、
丨.
j

へ
倫
敗
麻
內

V

へ
ヵ
ゥ
ン

テ

ィ

ー

ン

( 

(

地
方
娘〕

^r
n 
と

-t
7h
w 

1 j 

v

W他 

1の
內

、

所

有

す

る

點.に

於

て
V

人

の

屈

住

に

適

切

な

る

設

備

を

具

へ

る
 

義

務

が

涫

る

。

地

方

廳

に

於

て

、

苦

し

场

§

設

備

具

は

ち

ず

と

锶
 

定

し

tc
る

勘

合

に

は

、

家

主

に

赞

姐

狀

を

發

し

て

必

要

の

施

設

を

整
 

へ

し

め

る

の

で̂

る

。

家

生

が

翁

の

督

促

狀

亿

核

し

て

猶

洛

改

真

を
 

1)
1

1
へ

ざ

る

砟

似

、

地

方

廳

は

家

主

の

数

用

に

於

て

必

要

の

設

備

を

具
 

ふ

る

權

限

を

特

てM

る

o

i b
の

權

限
«

法

律

泡
^ :
後

d i
方

廳

の

大
 

に

s
:fl
]

す

る

所

と

な

つ

た

の

で
^

る

o

el
l

ち

】

九

一

】

¥ .
三

十

」

 

s

迄

に

#

？
北

狀

を

發

し

允

る
§

の

實

亿1

m

八

千

九

西

二

十

七

”

に
 

及

び

、

典

後

驳

年

の

同

月

同

日

ま

で

に

督

促

狀

を

發

し

た

る

8

の

四
 

m

八

千

酉

六

十

戶

の

多

告

を

.尊

す

る
^

至

つ

把

。

一

九o

九

^

十

二
 

力

三

日

ょ

リ1

九

一

韋

ヨ

月

三

十

一

日

ま

で

に

、

地

力

廳

が

都

Ir
r
 

_

法

笫

十

湯

を

如

何

亿

多

く

刺

用

し

这

荽

の

微

能

く

說

明

し

て

炤

る

と

信

ず

る

？s 

.
B

1§ 一
七
七

八
、
§

ー

議

r

八
七
ニ

亂
地)§

X

I
,
六
七
八

六
3.
肛 
3»
*
.
ニ
八

H
、
s 

皇
 

m
、

裏

合
計
|1
|)

11§

'
六1
2公 

i、
_

 

H
1
2
1

八

O
3t



、
r
v 

h
o

r
jrl 街3

ー
儿

地の

(

.郡

S

合
計(

驪

)

M

.

I

.八！r
M八

，一
»
彐
 

n
r

 

九®i

1

0
内

''

六 

九
七
 

S

3
 

§

る

家

屈

は
^

-

五

條

の

规

忠

せ

る

家
/ 1
に

阪

ち

ぬ

の

で

あ

る
0

一

九
 

1

ニ

年

三

万

三

十

〗

日

に

至

る

四

咕

間

に

、

如

何

に

地

方

餾

が

斯

の
 

妨

定

を
*

用

し

^

^

は

、

次

の

爽I

〗

れ

ば

容2
1

^

了

解

さ

れ

S
 

1、

八̂

3
1
1
1

 

J

-̂

こ
^
一
 

3

!
.-
5

,
 

, 

3

W
一一

皆
八 

s

s

r

 

n
、
s

'̂
]

す
る
の
權
限̂'
持
つ
て
届
ら&

0
何
.

i

^

Ad:
、

S
 

れ
亦
li
會
の
«

限
に
屬
す
る̂

ら
で
ぁ
る
。
勿%
i5
市 

は
諮
間
を
受
く
る
の
で
ぁ
る
於
、
特
許
に
付
て
積
極
的 

の
權
限
を
持
て
届z

m

p
は
な
いo 

都

市

の

生

活

と

密

接

離

鲁

4
.

参

る

關
C

を
有
し
C

_

|

靈

丨

.

以
上
は
邡
市
根
業
法
第
十
芄
條
の
规
足
す
る
所
な
る

0
、
1

>
 
第 

T

七
條
及
ぴ
站i
八
條
は
、
地
方
廳
が
衞
生
上
有
密
な
又
游
ぐ
は
你 

險
な=

0

と
の
姐
背
を
受
け
た
る
懋
介
忆
於
け
る
期
銷
及
び
取
毀
命 

令
の
手
績
を
彥
て
紐
る

O
此
の
#
合
、
她
方
廳
が
命
令
を
發
し
得 

(

地
^
廳) 

(
喻
ぶ
麻
内

)

7

ウ
ン
テ
イ1
\

、衞
生
上不
瓦

な

リ

と

の

ノ

I取 U き 職 者 期  
た姬た鎖取有 BJ(鎖
5命 ，吾免m # 頁命 
尸令戶令し作を令 
数上败急允总如を 
發發る丨しへ發 、一 、ン 戶 閉しせ 

數锁戶ず 
x 数所

、ノ 41• ノ

•— -*

i § S 1

一二、e
l四 

3

八

r

s

翌 

、

r
g
i

都

市

の

起

鐘

u

付

て

は

、

名

な

s
o

p

會
汉
は
他
の
中
央
宫
廳
舣
許
綠
す
る
眼
ろ
、如
何
な
る 

互
*|
1
.の
.起
债
を
^
>爲
し
得
る
於
、.
其
許
諾
な
：く
ば
ニ
錢 

一
^

と
縱
-
%
?借
入
る
、
こ
と
汰
出̂

ね
0
.

猶

市
.は

叉

私

設

會

社

に

»

し

て

公

益

事

業

の

經

營

を

認

M
:る
物
.件

の

所

宿

物

お

る

地

主

階

級

舣

颍

權

を

掌

握

し
_ 

y

屈

る

所

の

識

會

の

都

市

に

對

す

る

監

督

ょ

ヶ

生

卞

る 

弊

害

は

可

な
6

甚

だ

し

S
、

然
6

1
々

之

を

枚

^

^

る
 

に

邊

が

な

い

と

ま

で

云

ふ

名

必

し
-

s
p

過

言
^

は

あ

る

i
 

S
。

來

國

の

都

市

は

公

益

事

業

會

社

、

鐡

道

の

持

主

、 

土

地

所

有

者

等

の

勢

力

に
.左

右

せ

ら

れ

て

、

諸

*

の
I t 

級

的

法

規

の

下

に
W

吟

し

て

居

る

の

で

あ

る

が

、
英

國 

の

都

市

《

大

地

主

の

爲

め

に

拘

束

を

受

け

、

而

し

て

大 

地

主
®

は
都
市
の
'自

由

を

抑

制

し

、
.
自

己

の

財

產

と

將 

權

i

の

擁

護

に

汲

々

女

る

有

櫞

で

あ

る
。

.. 

階

級

政

治

の

弊

は

之

に

止

る

の

で

は

な

い

。
殊

に

地

方 

課

桃

制

度

と

土

地

の

獨

占

と

は

都

市

の

美

觀

を

掼
j

る 

に

至

ら

し

め
^

。
都

市

雜

難

獒

の

缺

陷

？

其

の

原

因

は 

此

1C
在

る

。

if
a

.

b

.

v

^

M

の

都

市

於

大

陸

：の
.都

市

の

如 

く

獒

し

き

都

會

に

な
6

#
な

於

つ

杧

の
^p

全

く

之

於

爲 

め

で

あ

る

。
都
市
は
實
に
醜S

、

而
し
て
之
舣
例
外̂

る
？ 

0

は
極
^

て
少
數
セ
あ
る
。:;
,

*

T

チ
> :

バ
タ
ー」

及S
「

ダ
'

デ
リX

 

|

の

j

部
、「

オ
グ
ス
フ
ォ
ー
ド」

「
ケ
ム
ブ
リ
ッ

ジJ
「

チ
ェ
ス
タ
ー

」

及
び
每
院
都
取
は
獒
し
い
都
食
と 

言
べ
"
於
、

是

等

は

何

れ

名
地

主

階

級

、

S

土

地

i
同

様 

に
好

愛
す
る
學

問

叉

は
宗

敎

上

舊
き
中

心

地

i
な
れ 

’
る
地
方
で
あ
る/p
ら

、
矢

張
-
階̂

級

的

傳

說

の
.1

.部

を 

.
,語
る
名
0
に
過
ぎ
ぬ
。
然
名
美
麗
な
る
都

市

は

以

上

の 

|

數

市

に
盡
き
る

の
で
あ
つて
、
；
英
國
'人
口
の半
數

を
®

:

容
せ
る
大
エ
業
都
市
《
世
界
中
で
最
务
醜
い0

f
 
S 

る
。
然
6

、
其
處
に
は
人
を
しV

都
會
lr

-
-
戀

慕

せ

し

む
 

可
き
魅
カ
&

全
然
缺
1

3
し
<

届
る「

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
一」

|
「

シ
エ
ッ
フィ
ー
ル
ド」

「

リ

ー

グ

匕「

リ
グ
ァ
プ
ー
ル」 

\
「

ブ
ヲ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド」

「

ベ
ル
.ブ
T
Xト」

一
，ハ
ー
三

y

r
ム

「

ダ

ヲ

ス

ゴ

ー」

の

如

き

、

街

衡

と

云

ひ

、

建

築 

と

去

ひ

、
總

べ

<
無

味

單

調

な

る

を

免

れ
&

0
 

\

公

私

共

に

建

難

美

に

缺

け

て

届
.る
。

美

麗

な

る

建

築

物 

欧

實

に

指

折

ろ

數

べ

る

程
^ .
^

&

P:

'

公

園

爷

不

充

分

で 

ぁ

る

、
而

し

て

娛

樂

休

養

の

諛

備

に

缺

け

て

届

る

。
煉 

海

や
.石

造

0

單

調

«:
鐵

物

妨

街

赂

に

汾

ふ

<

壌

列

し

<



居
る
。
獨
逸
の
都
市
と
は
大
に
躯
を
異
に
し
て
居
る
の 

で
あ
る
。
 

：

.■
- 

然
ら
ば
何
於
故
^
英
國
の
都
市
は
斯
く
咬
で
外
觀
美
に 

缺
如
し
て
居
る
かi
云
ふ
に
、
蕋
れ
全
く
土
地
所
有
者 

に
土
地
改
取
の
必
要
な
く
、
借
地
人
に
土
地
改
良
の
糖 

神
な
气
が
爲
め
で
瓜
る
。
土
地
に
加
べ
允
改
戾
は
契
約 

期
開
の
滿
了
と
共
に
無
償
に

V

地
主
の
手
に
歸
す
る
こ 

i

に
な
る
、
然̂
pf̂
m

A%

 

土
地
に
加
ふ
る
听
の
改
趄 

は
地
主
の
指
圓
に
從
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
現
行
の
土 

地
所
有
制
度
海

U

課
稅
制
度
の
下
に
於
て
は
、
建
難
美 

を
獎
II
J
す
る
動
機
名
、
個
人
の
好
尙
を
體
现
す
る
機
食 

名
共
に
缺
如
し
て
届
る
の
で
あ
る
。

ぺ 

丑
つ
叉
貴
族
は
田
舍
貴
族
で
あ
つ
て
、
.其
の
生
活
は
都 

會
的
生
活
で
な

S
。

彼
等
は
田
舍
に
'届
住
し
地
代
に
依 

て
，衣
食
し
て
居
る
。
而
し
て
喻
©

游
偸
敦U

步
を
運
ぶ 

位
な
名
の
で
あ
る
。
彼
等
は
固
よ
6

商
事
を
厭
ひ
、
商 

事
に
與
ら
ぬ
。
都
市
は
建
*

家
を
獎
勵
せ
梦
、
|
叉
美
術 

家
を
助
成
し
な
於
っ
杧
、
何
と
な
れ
ば

j

國
民
の
■
術

及
び
敎
育
は
常
に
統
治
者
階
級.の
利
害
を
反
映
ず
る
？ 

の
で
あ
る
於
ら̂

あ
る
。

斯
く
の
如
く
她
主
階
級
と
都
市i
.の
.
'開
に
は
、
其
處
に

I!

大
な
る
溝
渠
於
横
は
づ
て
届
る
爲
め
に
、
議
食
を
し

v

 

都
市U

對
す
る
t

と
猶
愛
蘭
に
對
す
る
於
如
く
な
ら
し 

め
^

の
で
あ
る
。
莉
市
は
國
民
の
思
想
を
支
配

^P

せ
ね 

ば
、
又

社

會

の

文

物

に

影

響

を

與

へ

届

ら

ぬ

。
英 

國
人
に
し
て
都
市
に
關
ず
る
權
威
^
る
著
述
を
公
に
し 

fc
る
者
、
果
し
て
幾
人
有-

CN

や
、
叉
其
®

の
著
書
果
し 

て
幾
何
有6
や
。
其
の
寥
々
杧
る
こ
と
猶
曉
天
の
1

を 

| 

0
む
似
如
く
で
あ
る
。
獨
逸
に
比
し
て
大
な
る
®
^
あ 

る
を
免
れ
ぬ
。
、
文
大
學
に
⑽
け
る
市
政
の
拼
究
名
米
國 

i

は
雲
泥
月■
の
相
違
舣
有
る
。

|

英
|1
の
都
市
と
米
獨
雨
國
の*1
5

*
と
は
、
殊
に
經
濟
的 

基
礎
を
全
く
異
に
し
て
届
る
。
而
し
て
：此
の
經
濟
的
關 

_
係
は
都
市
の
選
擧
民
の
心
理
に
■至
大
の
影
響
を
及
ぼ
す 

の
で
あ
る
。
地
方
桃
の
誅
求
は
幕
だ
し

S
、

其
の
税
額 

は
借
地
人
の
支
娜
ふ
地
代
の
四
分
の
ニ
乃
至
ニ
分
の

J

に
達
す
る
，。S
れ
ば
選
擧
民tt
都
市
の
新
事
業
、r
許

；

盡U

對

しV

は
、
先
づ
地
方
桃
增
徵
.の
危
險
な
き
や
否

や
を
薆
慮
す
る
の
常
で
あ
る
。

而
し
て
市
會

m

K
亦
同

一
の
態
度
見
解
を
以
て
都
市
の
事
業
に
對
す
る
、
何
と

な
れ
ば
議
員
名
亦
地
方
納
桃
潜
で
あ
る
か
ら

^
あ
る
。
卜

英
國
市
會
の
節
約
主
義
は
、
卽
ち
斯
の
寧
情
に
基
因
し

y

居
る
。
市
會
が
絕
對
に.必
要
な
る
事
業
以
外
に
、

•

資

金
の
支
出
を
望t
次
る
亦
之
が
爲
め
で
あ
る
。
都
市

事
業
の
運
動
は
、
其
の
事
業
經
營
に
依
で
地
方
稅
の
負

檐
を
輕
減
せ
んi
の
地
方
納
桃
者
の
希
级
に
主
と
し
て

胚
胎
しV

届
る
。(

註)
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取
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入
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亿
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比
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运
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パ
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セ
シ
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r
m
f
r
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八
一
人

r
i
、
i

獨
逸
の
都
市
を
支
酿
す<
•實
業
家
連
■は
自
か
ら
地
方
视 

の
大
部
分
を
資
擔
す
る
。
彼
等
は
英
國
に
於
け
る
が
如 

く
、
借
地
人
に
依
賴
す
る
こ
と
な

〜

、
k

羅

mj
諸
國
に

r

囊

、8

卵
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•六
八f

セ
ン
ト

:
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塵

弗
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g
l
r
s
Q 
弗 

八
二̂
笔Q

弗 

盟r

笔o

弗
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け
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於
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九
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蒲
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:
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S
-2
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r
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M
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卯

S
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1卯
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A
0
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外

令
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セ
ン
ト

a

r
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 卵
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九S

I

.
^
3
0
0 

s

、
-f
c
l§2
卯

-

者
に
依
賴
す
る
乙
と
な
く
、
所 

得
、
營
業
、
土
地
及
び
財
産
に
課
：桃
し
、
地
方
桃
，の
殆

' 

ん
ど
全
部
於
富
裕
者
、
卽
ち
資
産
家
階
級
か
ら
徼
收

S 

れ
る
の
で
^,
る
。

抑
g
 
土
地
は
、.地
方
政
府
の
自
然
的
財
源
^

あ
.る
。
何 

と
な
れ
ば
地
價
淞
る
や
個
人
的
努
力
の
結
果
と
云
は
ん 

上
タ
は
寧
ろ
社
會
的
努
カ
の
成
果
と
見
る
可
く
、
地
方 

桃
賦
課
の'目
的
と
し
て•最
^P

當

を

得

る

名

.の

で

あ

る

か 

ら
で
あ
る
。
基
れ
卽
ち
獨
逸
の
都
市
似
課
税
の
檩
準
を 

地
代
に
求
め
^
し
て、
之
を
地
償
に
求
むる
に
至
つ
fc 

所
以
で
あ
る
、
乂
土
地
增
價
税
の
存
在
す
る
理
由
で
？ 

.あ
る
。
然
6

、
英
國
五.百
.の
地
方
廳
を
し

y
,

議
會
に
請 

ふ
に
地
價
を
標
準i
す
る
地
方
桃
の
賦
課
を
以
て
す
る

に
至
ら
し
め
把
理
由
名
亦
此
に
在
つ
て
存
す
る
の
で

^

V

O

O

:

: :

‘

英
獨
市
債
の
大
部
分
は
市
衡
鐡
道
、
瓦
斯
及
ぴ
電
氣
事

'
一
 

業
、
*
渠
、
波
止
場
、
屠
場
、

」

市
場
等
の
經
營
に
役
せ 

ら
れ
る
の
，で
あ
つ<
ヽ
啻
に
負
偾
刺
子
を
支
拂
ひ
得
る

\ 

の
み
な
ら
岁
、
多
額
の
剩
餘
.金
を
名
生
^

る
こ
と
が
屢 

屢
あ
る
0.
^

^
市
の
負
偾
は
ニ
億
圓
に
達
し
て
居
る
、

,併
し
.官
K

員
の
語
る
所
に
侬
る
と
下
水
田
の
價
値

t
t非
: 

常
に
増
加
し' 
今
日
之
を
寶
却
辻
ば
同
市
の
金
負
偾
を
一 

貨
却
す
る.亡
と
似
出
來
る
と
云..ふ
亡
と
^
:$>
.る
t 

■
力

之

| 

市
債
の
中
、
十
七
萬
圓
は
有
利
の
事
業
に
投
入
せ
：ら
れ 

<
§
る 
o 

一

平
均
人
口
、

〗一

十
萬
以
上
を
有
す
る
十

一

一一

個
の
^

®
都

市I 

の
負
偾
平
均
額̂

一
 

人
當
6 
ニ
百
圓
以
上
に
な
る
。
獨 

逸
に
於
て
は1
人
當
6
百
七
十
圓
で
あ
る
。
伹
し

「

ミ

ュ

Z
 

111

ヒJ

の
一

人
當
6
負
債
額
は
二
百
五
十
圓
、

「

デ
ュ 

ツ
セ

ル

F

ル
プ」

市
は
ニ
百
六
十
圓

T

シ
ャ
—

ロ
ッ
テ 

X
K

ル
ダ」

は
.

11

百
四
十
.圓
で
あ
る
。
米
國
の
都
市
の

卒
均
額
ば
遙
か

U

少
な
い
。「

シ
カ
ゴ
し
市
の
一
人 

t

-り
負
債
額
«

僅
か
；に
八
十
八[«
弱
で
ぁ
る
。(
8

.
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|

獨
&
の
洛
市
行
政
組
織
は
英
米
の
都
市
制
度
と
大
に
趣
一 

.
を
異
し
て
届
る
0
米
國
に
於
て
は
、
漸
次«
カ
鮮
1|
|

^
に
.| 

鴿
中
す
る
に
至
つ̂

、
而
しV

市
長
本
位
制
度
は
理
事.
一
 

制
度
i

共
に
、.
貴
任
の
歸
所
を
明
か
に
し
<
、
之
に
依 

v

市
政
を
改
善
す
る
こ
と
が
出
來te
0

で
あ
る
o

之
に
一 

反
し
て
51
6

に
於
て
は
、
#

市
の
ニ
切
の
權
限
は
市
#

一
 

U

集
中
し
、
而
し
て
市
曾
は
多
數
の_
員
ょ
6

成
る
於
_ | 

故
に
委
員
に
依
つ
て
其
事
業
を
就
行
す
る
。
英
國
の
市
：. 

長
は
無
給
の
閑
職
で
あ
る
、

少
の
權
限
を
行®
す

\ 

ふ
に
過
ぎ
ぬ
.0
然
6

英
米
の
都
市
は
此
の
點
に
於
て
全

> 

く
相
反
し
て
届
る
。

'

獨
逸
の
都
市
は
布
長
を
中
心
と
す
る
合
饑
機
關
に
1

て

: 

'
I

d
r

支
酤
せ
ら
る
、
但
し
獨
逸
の
市
長
は
法
S
上
米
國
の
市 

長
の
'如
^
大
な
る
.權
限
を
有
す
る
名
の
で
は
な
い
。
If 

長
と
其
の
同
僚
允
る
斑
員
ど
は
相
合
し
て
市
參
事
會
を 

組
織
す
る
。
市
參
事
會
員
の
約
半
數
は
有
給
吏
員
で
ぁ 

つ
て
、
叉
尊
務
的
吏
員
で
あ
る
。
市
會
は
多
數
の
議
員 

ょ
6
成
6
、
而
し
て
議
員
は
普
漏
西
に
於
て
は

一

.定
の 

財
產
資
格
の
下

u

■
出
せ
ら
れ
る
。
獨
逸
の
都
市
は
有 

爲
の
人
物
と
老
練
家
と
を
獅
羅
す
る
點
に
於
て
低
#
中 

他
に
見
る
こ
と
の
出
來
ぬ
程
の
有
力
な
る
團
體

i
言
へ
：
 

や
ぅ
。
都
市
の
行
政
に
當
る
％
の
ば
、

〈

政
冶
家
に
非
ず 

.し
て
老
練
な
る
宪
員
：でt

o
市
長
の
任
期
は
普
婦
西 

1C
於
て
は
十
二
年
、
其
他
の
聯
邦
に

在
-.os

て

は

九

^

汉 

は
六
年
で
あ
る
。

「
1

フ

ィ

。
プ

チ

ヒ

」
「

ド

レ

^
.
ス

デ

ン

「

、

ノ 

I
グ
r

I

J等
に
於
て
は
終
身
職
で
あ
る
。 

市
長
の
挪
闕
を
製
す
る
場
合
に
は
、
市
會
は
先
ゴ
市
長 

候
飾
者
の
資
格
を
調
査
し
、
最̂
^
有
蟹
な
る
候
補
者
三 

名
を
&

し
て
、
此
の
中
ょ
，

os

選
任
す
ふ
の
例
で
あ
つ
て 

市
參
事
會
員
^
場
合
？
手
續
は
同
|
で
あ
る
。
市
§
の

候
補
に
立
つ
に
方
つ
て
は
、
別

に

住

所

地

の

如

何

を

顧

、

\」

市
の
市
參
事
會
員
よ
ろ
市
長
に
榮
進
し
、

一

八
*

T\ 

み
る
必
：要
が
な

S
。

任
期
滿
了
し̂

る
滕
、
市

會

は

再1.

年
、
缓

れ

て「

ズ
レ
ス
？
ゾ

」

首
座
市
長
と
な6
、 

選
を
拒
絕
す
る
こ
と
を
得
る
冬
、
實

際

に

於

て

は

最

初

31
普
漏
西
の
貴
族
院
議
員
に
選
ば
れ
^
。

に
市
長
を
選
^
す
る
際
、
周

到

な

る

注

意

を

加

ふ

る

が

「

マ
ィ
ン」

河

畔「

フ
ヲ
ン
グ
フ
ル
ト」

市
の
現
任
市
長 

俄
に
、
苒
選
は
普
通•で
あ
る
。
市
畏
は
ー
般
市
民
於
選
一

「

ア
デ
ッ
ケ
ス」

傅
士
は
、
普
佛
戰
爭
の
終
結
後

「

ド
ル 

る
に
非
^

し
て
、
之
を
選
任
す
る
？
の
は
市
會
でン
ト

ム

x

ト」

市
長
と
な
6

、
四
ケ
年
在
職
の
後一

八
七 

あ
る
。
市
長
以
外
の
高
級̂

員
に
付
て
名
亦
同
織
で
あ
一
七

¥

丨
ア
ル
.ト
ナ」

市
長
に
選
ば
れ
、
1
八
八
三
年
に
»
 

る
。
 

：
|

同
命
の
首
座
市
長
と
な6
ヽ

一

八
九
一
年
以
降「

マ
ィ 

十
年
乃
至
ニ
十
年
の
長
期
に
苽6

て
市
長
允
ゐ
者
尠
な 

一

V
」

河
畔「

フ
ラ
ン
グ
プ
ル
ト

」

市
摸
の
職
に
在
る
。
氏 

か
ら
ず
o「

ス
レ」

市
長
は
一
八
八
六
年
來
其
職
に«
纟
.
ー
は
同
偫
に
普
漏
西
の
貴
族
院
議
員
で
あ
る
。 

近
頃
咬
で
伯
林
市
長
杧6
し「

マ
ル
チ
シ』

キ
ル
シ
ユ
ナ
了「

プ
ラ
、\
グ
ブ
ル
ト」

は
甯
裕
な
都
市
で
あ
つ
<
、
種// 

I」

.博
士
は
初
め
判
寧
な6
し
名
、
一
八
七
三
年
選
ば
の
傳
說
及
び
祀
念
物
に
富
ん
令
届
る
。

「

ア
デ
ツ
ケ
ス

」 

れy
r

ブ
レ
ス
ヲ
ゥ」

市
の
市
會
議
員
と
な6
、

ー
 

八
九
.\

陴
士
は「

フ
ラ
ン
グ
フ
ル
，トj

市
を
以
て
自
己
の
研
衡
所 

三
¥

に
は
伯
林
市
長
と
な6
、
六
年
の
後
更
に
同
市
のy

と
看
做
し
祀
、
3

れ
ば
大
學
の
研
究
室
よ6
科
學
上
.の 

首
座
市
長
に
榮
進
し
、
白
玉
樓
中
の
人
と
な̂
少
し
く 

\

新
發
見
财
發
表
r
cれ
る
櫞
に
、「

フ
し
市
か
ら
tt
都
市
行 

以
前
ま
で
其
の
繊
に
在
つ
杧
の
仑
あ
る
。

「

で
レ
ス
，ラ
政
上
の
新
發
見
奴
發
表
さ
れ
允
の
で
あ
る
。
傅
士
似

一 

ゥj

首
座
市
長「

ベ、 v
’.
v

丨」

博
士
名
亦
法
律
の
職
よ-o

八
九
ー
年
'市
長
と
な
ろ
し
:«
は
人
ロ
十
八
萬
に
過
ぎ̂
 

_
匕
<
市
の
吏
員
だ
な
6

、
1
八
八
八
年
に
は「

ト
I

ル

し

？

、
'今
日
は
四
十
有
餘
萬
に
及
ん
で
屈
る
。
同
市



の

發

達

は

市

焉

の

腐

策

に

因

る

所

甚

だ

大

な

る

名

の

於 

扣

る

。 

I

市
長
の
敏
腕%

都
市
の
.發
展
を
促
進
し
^
第
ニ
の
實
例 

は
、
之

を「

デ

ュ

ッ
セ
ルI

ル

プ」

市

に

求

む

，
る

事

が

出

5 

來
る
、1

八
九
八
^

マ̂
ル
ク
ス」

愧
士
於
同
市
の
市
長 

に
選
ば
れ
把
頃
は
人
ロ
ニ
十
萬
に
滿
把
ぬ
小
都
市
に
過

Z
 

ぎ
な
か
つ
ft
の
で
あ

る

。

然
る
に
«

士

»

著

々

住

民

と\ 

事
業
と
を
吸
引
す
る
の
盡
策
を
進
め
^
の
で
あ
つ

0̂.
一
 

市
街
鐡
道
、
電
燈
事
業
、
其
他
の
.諸
事
業
の
爲
め
に
市 

の
負
倩
は！

人
當
6 I

一
 
西
圓
の
多
き
を
算
ず
る
に
至
つ

| 

ち

：
今
日
に
於
て
は
人
口

三

十

五
萬
を
越
え
、

j

方
エ 

業
の
中
心
地
杧
る
と
共
に
、
：他
方
獒
術
文
_

の
府
と
な 

6
、

一
 
度
此
雄
に
杖
を
曳
く
者
を
し
て
、

「

華
麗
な
る
都 

市
ょ」

と
叫
ば
し
0
る
に
は
至
つ
允
の
で
あ
る

(

未
完)

jI
屯
倉

“

つ
k

て

麵

I I

松

本

彥

次

郞

薬
田
傅
士
に
ょ.
つ
て
と
.？
か

く

％^

^

0

研
究
は
明
せ 

ら
れ
、
爾
來
學
者
の
此
問
題
に
向
つ
て
注
目
す
る
g

の 

名
漸
く
出
來
、
殊
に
福
田
內
田
の
兩
博
士
は
經
濟
史
の 

方
面
ょ
6

、
新
進
il
l

家
i

し
て
は
柴
、.
芝
、
川
上
の
三 

文

學

士

の

論

文
3

發

表

せ

ら

れ

て

.重

要

な

る

此

問

题

の 

前
途
は
洋

'々f
e

る
名
の
で
あ
る
妒
、
古
事
記
、
六
國A
 

の
根
本
的
研
究
は
充
分
で
な
い
爲
め1 C
補

足

す

ベ

き

彳 

の

極

め

て

多
s

i

思

ふ

。

莊

藺
の
拼

究

に

な

れ

ば

記

錄$
文

書

$
相
應
に
あ
る
か 

ら
其
餅
究
は
困
難
で
あ
る
け
れ
ど
名
史
實
と
し
て
は
正 

確
な
る
名
の
を
得
る
か
$
知
れ
ぬ
於
^
園
以
前
の
土
地 

.

硏

究U

つS

て
は
事
實
の
硏
究
に
加
ふ
ベ
き®
像

tt
極 

^
め
て
多
い
の
で
諸
種
の
說
は
起
るi
思
ふ
。
今
日
ま
で

發
表
せ
ら
れ
把
る
論
文
の
中
で
此
問

@

に
觸
れy

ゐ
る 

2

の
、
なS

で
は
なS

於
給
合
的
で
な
く
局
部
的
の
研 

究
は
多S

。
福
田
傅
士
の
日
ホ«
濟
史
»

は

^

合

的

に
 

古
代
の
社
會
を
論
匕
把
乙
と
は
從
來
の
部
分
的
研
^
に 

#

し
て
今
後
i

雛
^
?動̂
炉
す
べ
か
ら
^

る
名
の
と
思
^
 

け
れ
どR

P

博
士
自
身
於
序
文
に$
敍
し
^

如
く
、
傅
士 

の
材
料
と
し
杧
る
論
文
の
中
に
は
記
錄
のff
究
潘
を
過

つ
_*

の
 

^

^

0,&
、̂>

記
紀
は
其
編
籙
筇
代
の
進
ん
だ
政
治
道
徳
を
其
以
前
の 

年
代
に
持
ち
運
ん
だ
所
名
あ
る
の
で
日
本
語
に

<

表
現 

せ
る
®
歌
は
比
較
的
原
始
民
族
の
思
想
を
傅
へ
て
あ
る 

け
れ
ど
敍
情©
叙
事
詩
は
多S
/P
ら
經
濟
的
生
活
の
表 

f
は
緣
の
遠S

名
の
で
あ
る
。
所
/P
日

*
民
族
の
原 

始
生
活
を
知
る
に
は
語
源
を
知
る
C
と
は
大
切
で
あ
る 

«
術
的
價
値
あ
る
古
事
記
は
此
點
は
ょ
い
け
れ
ど
經
濟 

史
實
に
於S

<
ゆ
書
記
0.
'方
は
遙
&
に
多
ぃ
°
所
が
書 

記
は
漢
字
を
あ
て
は
藤
て
が
る
點
は
不
便
で
あ
る
け
れ 

ど
大
切
の
所
に
萬
集
假
名令
よ
み
於
つS

て
ゐ
る
.於
S

■
或
る
靡
は
古
事
記
よ

6
$硏
究
に
値
す
る
。
書
紀
古
事 

記
の
製
作
年
代
よ

6
上
代
民
族
の
生
活
を
囘
顧
す
る
こ 

|

と
は
颇
る
困
難
で
あ
る
。
今
日
で
あ
れ
ば
他
界
中
現
存 

せ
る
原
始
民
族
の
比
較
硏
究
よ

6
經
濟
的
開
展
の
順
序 

\

を
想
像
す
る
乙
と
は
却
つ
て
記
紀
編
纂
の
年
代

^
6■よ 

| 

ssf
i
%
な

い
と
名
限
ら
な
い
。
け
れ
ど
名
亦
il
l：
界
民
族 

一
開
展
の
順
序
を
す
ぐ
に
我
歷
史
に
あ
て
は
め
る
こ
と
名 

\

誤

6
を
生
步
る
。m

本
民
族
と
雖
名
大
體
に
於S

V

他 

|

戌
族
と
同
一
開
展
の
徑
赂
を
と
つ
杧
乙
と
は
疑
ひ
な
け 

:

仆
ど
名
記
紀
編
募
者
奴
歴
史
を
於
き
そ
め
し
年
代
以
前 

に
於S

て
原
始
民
族
の
狀
餵
を
終
つ
て
ね
な
い

i
名
限 

ら
なS

。

例
へ
ば
狩
獵
滕
代
農
業
滕
代
の
如
き
名
旣
に 

天
照
大
神
の
滕
代
に
此
兩
滕
代
の
？
の
は
強
び
存
し
て 

I

'̂
-る
。
猶
話
學
者
と
稱
す
る
高
木
敏
雄
历
の
如
き
最
近 

.
一

の

鄕

土

研

究

に
於
い
<

»
代
を
以
y

i

業
#
代
i
考 

へ
て
ゐ
る
如
き
農
業
に
關
す
る
字
旬
の
揞
ひ
集
め
て
あ 

つ
て
人
開
生
活
と
云
ふ
考
へ
は
なS

欉
で
あ
る
。
福
田 

»
士
は
我
大
和
民
族
務
轉
勝
代
を
以
て
漁
業
肺
代
と
暗


